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ヤングケアラーの定義
令和６年６月5日、子ども若者育成支援推進法の改正法が成立（6月12日施行）

初めてヤングケアラーが支援対象として法律に明記。

ヤングケアラーとは
「家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる子ども・若者」

「過度に」とは
子ども・若者が「家族の介護その他の日常生活上の世話」を行うことにより、「社会生活を円滑
に営む上での困難を有する」状態に至っている場合、すなわちこどもは健やかな成長・発達に
必要な時間（遊び・勉強等）を、若者は自立に向けた移行期として必要な時間（勉強・就職準備
等）を奪われたり、ケアに伴い身体的・精神的負荷がかかったりすることによって、負担が重い
状態になっている場合を指すもの。

こども期（18歳未満）に加え進学や就職の選択など重要な移行期を含む若者を切れ目なく支え
るという観点から、概ね30歳未満を中心としているが状況等に応じ、40歳未満の者も対象と

なりえる。 ※県社会福祉協議会研修資料より抜粋
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「ヤングケアラー」の例
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国が以前実施した調査の概要①

令和２年度 中高生の生活実態に関するアンケート（無記名）

 中学校

全国の公立中学校の約１割にあたる1,000校を抽出

対象校に在籍する中学２年生（約10万人）

 実施時期

令和２年１２月２１日（月）～３年１月３１日（日）

 回収状況

有効回答数 5,558人

 世話をしている家族がいる ５．７％

 世話を必要としている家族（複数回答）

きょうだい ６１．８％

父母 ２３．５％

祖父母 １４．７％

その他・無回答 １３．２％ ※厚生労働省・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（2021）
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国が以前実施した調査の概要②

令和２年度 中高生の生活実態に関するアンケート（無記名）

 全日制高校

全国の公立高等学校の約１割にあたる350校を抽出

対象校に在籍する高校２年生（約6.8万人）

 実施時期

令和２年１２月２１日（月）～３年１月３１日（日）

 回収状況

有効回答数 7,407人

 世話をしている家族がいる 4．1％

 世話を必要としている家族（複数回答）

きょうだい 44．3％

父母 29．6％

祖父母 22．5％

その他・無回答 １4．3％ ※厚生労働省・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（2021）
4



国が以前実施した調査の概要③

令和３年度 小学生の生活についてのアンケート（無記名）

 小学校

全国の小学校から350校を抽出

対象校に在籍する小学６年生（約２4,500人）

 実施時期

令和4年１月

 回収状況

有効回答数 9,759人

 世話をしている家族がいる 6．5％

 世話を必要としている家族（複数回答）

きょうだい 71．0％

父母 33．0％

祖父母 15．8％

その他・無回答 7．6％ ※厚生労働省・日本総研（2022）
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茅ヶ崎市でのアンケート調査の概要

 目 的 支援を必要とするヤングケアラーを把握し、

個別具体的な支援につなげるため

 対 象 小学５年生～６年生 約４，０００人

中学１年生～３年生 約6,000人

 実施方式 Webアンケート(学校のタブレット端末を使用）

記名式（任意）

 実施時期 令和７年７月７日（月）～７月１８日（金）

 アンケート後の流れ（予定）

８月～９月 アンケート結果のまとめ・分析

対応方針の決定

１０月以降 市内全小中学校３２校へアンケート結果報告

支援対象者へのアプローチを開始
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アンケート内容（抜粋）

 あなたは家で家族のだれかのために家事やお世話をしていますか。

1.している（責任が重く負担がある家事やお世話） ２．していない

 あなたがお世話をしている人はだれですか。

１．お母さん ２．お父さん ３．おばあさん ４．おじいさん ５．きょうだい ６．その他

 あなたはどのくらい家事やお世話をしていますか。

１．１か月に数日 ２．週に１～２日 ３．週に３～５日 ４．ほぼ毎日 ５．その他

 家事やお世話をしていることで、やりたいけど、できていないことはありますか。

１．学校にいきたくてもいけない ２．どうしても学校を遅刻・早退してしまう

３．家で宿題をする時間や勉強する時間がとれない

４．夜ねる時間が十分にとれない ５．友だちと遊ぶことができない

６．塾や習いごと、部活（※中学生のみ）ができない、もしくはやめることになった

７．進路の変更を考えないといけない、もしくは変更した（※中学生のみ）

８．自分の自由に過ごせる時間がない ９．特にない １０．その他

7



仮想事例① 幼い弟妹の世話と家事全般を担う中学生

５９１４

 父:40代、仕事が忙しく帰りが遅い

 母：４０代、精神疾患で通院中

 長女：中学２年生

 長男：小学３年生

 次男：保育園年長

主訴（長女）

・お母さんがしんどい時が多く、学校から帰ると弟たちの夕飯を作ったり、

お風呂に入れたり、寝かしつけたりしている。

・夜中に弟が泣くと、お母さんは気づかないから私が対応している。

・テスト前でも勉強する時間がとれず、最近は学校で居眠りしてしまう。
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仮想事例② 排泄介助と食事準備を手伝う小学生

１１

 祖母:８０代、脳梗塞の後遺症あり

排泄介助が必要で耳が遠い

ヘルパーの介助は拒否的

 父母：４０代、共働き

 長女：小学５年生

主訴（長女）

・学校から帰ると、おばあちゃんのオムツを替えて、トイレに
連れて行く。夜も寝るまで自分が手伝っている。

・ご飯の時も食べやすいように小さく切ったり、薬を飲むの
を手助けする。
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